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【解答】１ 
難易度★（定番の超基本問題） 
１：静止衛星は、地球の「自転」と同じ周期で地球の周りを回っているため、地上からは静止して見えます。
「公転」は、地球が太陽の周りを回る周期の方で、約 365 日です。 
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【解答】４ 
難易度★（定番問題です） 
直接拡散を用いた符号分割多重は、送信するデータを送信側で秘匿化・拡散化するために疑似雑音符号を使用
します。これによってはるかに広い帯域に「薄く・広く」して送信し、受信側は、送信側と同じ疑似雑音符号
を用いてデータを元に戻します。これにより、秘匿性を高くすることができるほか、受信時に混入する狭帯域
の妨害波を圧縮できるため、妨害波に強いという特徴をも併せ持ちます。定番の問題です。  
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【解答】３ 
難易度★（ラッキー問題） 
これは簡単です。「キルヒホッフの法則」により「電流は辻褄が合う」ことを利用するだけです。 
まず I2ですが、R2の上側の交点には 3Aと 1A の電流が流れ込み、6Aの電流が流れ出していますから、差し引
き 2Aが R2を上向きに流れる電流です。次に R2の下側の交点を見ると、3Aと 5Aが流れ込み、R2を流れる 2A
が流れ出していますから、差し引き 6Aが R4を右に流れるはずです。 
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【解答】５ 
難易度★★（勘違いさえしなければ間違いなく解ける問題） 
「電力比 2 倍が 3dB、10倍が 10dB、電圧・電流ではさらに倍」を使います。 
１：電圧で 2倍は 6dB なので、「電圧で 6dB 下がった値」は 1/2 倍です。 
２：10 倍が 10dB、20 倍が 13dB、40倍が 16dB、80 倍が 19dB、160 倍が 22dB となります。 
３：10μV が 20dB、100μV＝0.1mVが 40dB、0.2mVが 46dB です。 
４：10mW が 10dB、100mW が 20dB、1W が 30dB、2W が 33dB、4W が 36dB です。 
５：10μV が 20 dB、100μV＝0.1mVが 40dB、0.2mVが 46dB です。これが誤りです。  
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【解答】2 
難易度★（定番の知識問題） 
バタクタダイオードは、逆方向バイアスを与え、この電圧を変えることで静電容量を変えることができる素子
です。 
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【解答】4 
難易度★★（近年出題されている問題。ポイントを押さえてあれば簡単ですが出来なくても構わない） 
選択肢 A は基本中の基本ですから大丈夫かと思います。電波が空気中を伝搬する速度を v とすると、v＝fλの
関係があります。周波数 f は「1 秒間に繰り返される回数」、波長λは「1回の繰り返しで波が進む距離」です
から、両者を掛け合わせれば当然、「1 秒間に波が進む距離」になります。 
選択肢 B は、回答選択肢の組み合わせより、3・4・5のような式に決定されます。 
選択肢 C は、E/H になります。E は電界強度ですから電圧の値、H は磁界強度ですが、単位を見ても分かるよ
うに「A/m」つまり 1mあたりの電流の大きさという意味合いに理解することができます。 
インピーダンスは「電圧÷電流」ですから、単位を考えれば正解は「E/H」と分かります。  
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【解答】2 
難易度★（ラッキー問題） 
これはラッキー問題です。LPF は、「Low」＝下側の周波数を「Pass」＝通過させる「Filter」ですから、通過
域 Tが下の方の周波数である選択肢 2が正解です。  
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【解答】5 
難易度★★（量子化と量子化雑音の定義を理解しておけばOK） 
アナログ信号を振幅方向に刻むのが量子化で、量子化された飛び飛びの値と真の値との差は量子化雑音となっ
て現れます。信号処理回路において、振幅方向の最大許容値に対して小さい信号入力しかされなかった場合、
相対的に量子化雑音の影響が大きくなってしまいます。このような欠点に対して、送信時に圧縮、受信時に伸
長する改善策があります。  
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【解答】1 
難易度★（少し難しそうに見えますが、定番の基本問題です） 
16QAM は、振幅側に 4値、位相側に 4 値の変調点を設けることで、4×4＝16 個の変調点を作り出す方法で
す。これを実現するためには、振幅変調と位相変調を別々に掛ける必要があるように思えますが、実はπ/2
（つまり 90 度）直交させた 2つの搬送波を双方ともに振幅変調し、それらを合成することで作り出すことがで
きます。 
信号点間距離は、長いほうが誤り率は小さくなります。位相だけに変調を掛ける 16PSKに対し、位相と振幅の
両方を利用する QAMの方が信号点間距離は長くなります。  
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【解答】3 
難易度★（定番の知識問題） 
これは相互変調の説明です。 
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【解答】1 
難易度★（カセグレンアンテナの構造を理解しておけば OKの基本問題） 
受信雑音温度が高いほど、信号に雑音が多く含まれることになり識別が難しくなります。したがって、選択肢
A は「低減」しか有り得ません。 
カセグレンアンテナは、一般的なパラボラアンテナに比べ、一次放射器が主反射鏡側にあるため、給電用導波
管が短くて済むなどの利点があります。  
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【解答】4 
難易度★（是非とも正解したい易しい問題） 
選択肢 A は、文章の意味を考えれば「複数」しか有り得ません。 
選択肢 B は信号処理、選択肢 Cは周波数帯域です。これも容易かと思います。 
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【解答】5 
難易度★（ラッキー問題） 
例のラッキー問題です。ただし、「誤っているものを選べ」となっている点に注意が必要です。 
2 周波中継方式は、2 つの周波数を交互に使用し、かつ中継所間の往路と復路を別の周波数にするものですから、
f1＝f3＝f6＝f8、そして f2＝f4＝f5＝f7です。これに合致しないものを選べばOK です。 
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【解答】2 
難易度★（定番問題） 
選択肢 1は直接中継方式、3は再生中継方式、4 は無給電中継方式の説明です。 
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【解答】3  
難易度★★（計算が必要ですが、必ず正解したい問題） 
パルスレーダーは、まず送信回路がパルスを発生し、送信が終わってから受信に切り替えて受信信号の遅延から
物標を表示するものです。したがって、0.7μs よりも早く戻ってくる反射波を識別することはできません。 
電波は 1 秒間に 30 万 km 伝搬しますから、0.7μs の間に 210m 伝搬します。ただし、レーダー波の伝搬距離は
物標までの往復距離となるため、物標までの実際の距離は 210÷2で 105[m]となります。 
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【解答】4 
難易度★★（ちょっと専門的なので、これを機に覚えておきましょう） 
距離分解能は、同一方位にある二つの物標を識別できる能力、ここまでは正しいです。 
距離分解能を上げるためには、同一方位にある二つの物標から反射される信号が互いに重ならないようにする必
要があります。もし信号が重なってしまうと、ひとつの物標として認識されてしまいます。 
そのためには、できるだけ送信パルス幅を狭くする必要があります。 
水平面内のビーム幅が狭いほど良くなるのは、方位分解能です。 
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【解答】2 
難易度★（簡単なデシベル計算） 
デシベル計算は、「電力比 2倍が 3dB」「電力比 10 倍が 10dB」「電圧・電流のときはさらに倍」を応用すれば求
められます。 
まず、1W を基準とした 50W の電力のデシベル値を求めると、10W が 10dBW、100W が 20dBW、そしてその
2 分の 1 が 50W であることから、20dBW－3dBW＝17dBW と求まります。 
さらにアンテナの絶対利得が 37dB ですから、17+37＝54dBW と答えが求まります。  
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【解答】4 
難易度★（簡単です） 
アンテナの性能は、波長に対するアンテナの物理的な大きさの倍率におおむね比例します。また、「アンテナの性
能が高い」というのは、特定の方向に電力を集中できる能力で示すことができ、「電力半値幅が小さい」イコール
「電波のエネルギーを特定の一方向にのみ強力に集中させることができる」ということを意味します。 
以上より、選択肢 4について考えると、電力半値幅の大きさは開口面の直径 D に反比例し（つまりアンテナの物
理的形状が小さいほど利得が小さくなる）、波長に比例することになるため、この記述が誤りだと分かります。 
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【解答】1 
難易度★（基本的な知識問題） 
電圧反射係数は、進行波に対して何割が反射して戻ってきてしまうか、という値ですから、整合していれば値
はゼロになります。  
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【解答】5 
難易度★★★（出来なくても仕方ない問題） 
公式を暗記していなければできない問題ですし、今回は比較的易しい問題が多く出題されていますから、出来
なくても良いかなという問題です。但し、この公式自体は過去何度も出題されていますので、できれば覚えて
おいて欲しいもののひとつです。 
等価地球半径係数を考慮した場合の電波の見通し距離は、 
 

d ≅ 4.12��ℎ1 +�ℎ2� 
 
で求められます。144＝122、16＝42ですから、d≒4.12×(12+4)＝4.12×16≒66 となります。  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【解答】5 
難易度★（定番問題） 
スポラジック E層は、夏場の日中に多く発生します。  
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【解答】2 
難易度★（必ず正解したい基礎問題） 
鉛蓄電池は、正極に二酸化鉛、負極に鉛が使われ、電解液として希硫酸が使用されます。 
蓄電池の直流電力を交流に変換する装置はインバータと呼ばれます。 
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【解答】3 
難易度★（新傾向の問題ですが、簡単な計算です） 
5Mbps の伝送速度は、1秒間に 5M ビット、つまり 5000000 ビットの情報を伝送しています。 
50 秒に 1回、1 ビットの誤りが発生するということは、5000000×50＝250000000 ビットにつき 1ビットのエ
ラーとなりますから、割合は 1÷250000000 で求めることができます。これを計算すると 0.000000004、つま
り 4×10-9と求まります。  
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【解答】3 
難易度★（基礎知識です。覚えておきましょう） 
周波数カウンターは、入力される高周波信号（正弦波信号）を波形整形してデジタルパルス信号に変換し、選択
肢 B の基準時間発生器が作り出す正確なタイミング時間だけ開くゲートを通してそのパルスの値を数えること
で周波数を直接表示する装置です。 


